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第１３回 国際海上コンテナの陸上運送に係る安全対策会議

安全対策会議
国際海上コンテナの陸上運送に係る
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国際海上コンテナの横転事故等発生状況等

海コンを巡る状況

海コン横転等事故発生状況

我が国の港湾の外貿コンテナ取扱量推移 ５大港の外貿コンテナ取扱量推移

横転事故等発生件数 （自動車事故報告規則に基づき報告があったもの） 横転事故等による死傷者数

（万TEU） （万TEU）

※日本港運協会HPより作成
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死者数 ２人 ２人 ２人 ４人 １人 １人 １人 １人 ３人

重傷者
数
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

死者数 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ２人 ０人

重傷者数 ０人 ０人 ０人 ０人 ２人 ２人 ３人 ３人
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11件
6% 10件

6%

134件
79%

15件
9%

国際海上コンテナの横転事故の原因別件数

◆平成１８年～令和４年（計１７０件）

（速度超過、ハンドル誤操作、コンテナロック不良など）

（パンク、路面凍結など）

積載状態

積載状態＋運転者その他

運転者

9件
6%

内訳 件数

過積載 7件

偏荷重・荷崩れ 14件

※事故原因のうち、偏過重・荷崩れの有無については、
地方運輸局の調査において確認ができたもののみ
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令和４年１月～令和４年１２月に発生した国際海上コンテナの横転等事故

コン
テナ
種類

積載物品
死
者
数

重
傷
者
数

最大
積載量
（kg）

当時
積載量
（kg）

フィ
ート
数

高さ 事故原因
事故
種類

運転者の情報把握状況

事故概要品
目

重
量

荷
姿方法

１ 輸入 原綿 0 0 23300 21757 40 背高 右折不適切 転覆 有 有 有 送り状

大阪府内の高速道において、右カーブに差しかかる
手前の直線で減速し右カーブに入ったが、コンテナ
の重心が上まであるハイキューブコンテナの為、遠
心力でコンテナ前方より傾き始め横転。

２ 輸入
塩蔵胡瓜、
茄子

0 0 24000 23400 20 普通
他の車両の
注意

転覆 有 有 有
運送
依頼書

栃木県内の国道において、前方の交差点を対向車
が直前で右折をしたため、それをよけようとして対向
車線のガードレール等にぶつかり横転した。その後
対向車が１台が当該車両に追突したが相手には怪
我は無かった。この事故により当該運転者が軽傷を
負った。

３ 輸入 製材 0 １ 30480 26000 40 背高
速度超過
積荷積載方
法不良

転覆 有 有 無
依頼書、
指示書

福岡県内の高速道において、分岐点である左カーブ
を通過後に横転した。
事故は、スピードの出しすぎ、荷物の積み方（荷物間
の隙間があいていた）により発生した可能性があると
のこと。

４ 輸入
植物活力剤
（液体肥料）

0 0 30480 24560 40 背高 速度超過 転覆 有 有 有 送り状

兵庫県内の道路において、直線からカーブに差し掛
かるときに、安全に曲がれる速度までスピードを落と
すのが遅れてしまい、車道から歩道方向に車両が横
転した。

5 輸入
ポリエステル
フィルム

0 0 28200 23952 40
背高 ハンドル操

作不良
転覆

無 無 無 口頭
埼玉県内の道路において、交差点で右折信号待ち
の後、発進右折したところ、バランスが崩れ、トラク
タ・トレーラ共に助手席側に横転した。

※令和５年１月1３日時点で事故報告規則に登録のあったもの
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令和４年１月～令和４年１２月に発生した国際海上コンテナの横転等事故

コン
テナ
種類

積載物品
死
者
数

重
傷
者
数

最大
積載量
（kg）

当時
積載量
（kg）

フィ
ート
数

高さ 事故原因
事故
種類

運転者の情報把握状況

事故概要品
目

重
量

荷
姿方法

６ 輸入 合板 0 １ 30480 17557 40 背高 速度超過 転覆 有 無 無
作業指示
書

東京都内の首都高速道路において、時速８０ｋｍ程
でカーブに差し掛かかったところ、けん引していた台
車が右へ傾き、ガードレール等を乗り越え、上り線へ
転倒した。ブレーキ痕はなかった。運転者は右大腿
骨骨折、右下腿損傷の重傷を負い、首都高速道路５
号線は約１０時間通行止めとなった。他の車両や運
転手等に損害はなかった。

７ 輸入 レッドウッド 0 0 30480 20000 40 背高

運転操作不
良

安全速度の
不履行

転覆 有 無 無 無

東京都内の道路においいて、国道の第２車線に入ろ
うと右折しようとした際に、トレーラの右側が浮き、第
１車線にトラクタ・トレーラが左側に９０°傾き横転し
た。この事故により、トラクタの燃料タンクから燃料が
漏れたが、負傷者はなく、コンテナの脱落、積載物品
の飛散はなかった。

8 輸入
ワイヤーコイ

ル
0 １ 20320 20000 20 普通 偏荷重積載 転覆

不
明

有 有 送り状

福井県内の国道において、右折したところ海上コンテ
ナ内の貨物が左へ偏り、偏荷重が発生したため右折
終了の際に車両のバランスが崩れ左側方へ横転、
道路脇の電柱と衝突し停止した。この事故により運
転者が重傷を負った。

9 輸入 住宅部材 0 0 24250 13580 40 背高 偏荷重積載
危険
物等

有 無 有
輸送
依頼書

愛媛県内の道路において、左カーブを走行後、コン
テナが荷台から落下し、反対車線をふさぐ形で停止。
事故後、コンテナ内を確認した際、コンテナ内左右の
ラックに記載されていた重量（左右差2300ｋｇ）により
偏荷重が判明した。

10 輸出 日用品 0 0 24000 4500 40 背高
速度超過
固縛不良

転覆 有 有 有 指示書

大阪府内の道路において、右カーブをやや速度超過
で通過中、段差ショックを受け甘く掛かっていた前部
スライドロックが外れ、コンテナがスライドし、後部ロッ
クはかかったままでシャーシが捻れ横転した。前部ス
ライドロックは錆びて劣化していたもよう。


